








矢巾町水道事業が住民参加に取り組んだ理由



重層的な住民参加
（矢巾町水道事業の双方向コミュニケーション）



ワークショップの意見
とアウトリーチの意見
を収束技法で構造化
してみたら・・・













下水道事業経営戦略の改訂を機に 取り組む

ストックマネジメント 経営分析 事業環境分析 使用者意識調査

問題・現状の把握

経営課題の抽出

経営基盤の脆弱性 進む老朽化人口減・災害対応 無関心なインフラ

経営戦略の基本方針

住民価値の向上持続可能な経営 スマートな施設運営

気づきから始まるわが事の下水道。ともに育むくらしと未来！

【仮の基本理念】

工夫を凝らし経営資源
の最適化を図ることで
健全性を保ち世代を超
えて事業継続を可能と
する経営を行う。

老朽化に適切に対応する
とともに災害・人口減少な
ど外的要因に適応した施
設運営をする。

使用者との双方向コミュ
ニケーションを通じて関心
を持ってもらい事業に対
する納得感を醸成する。





下水道水道

下水道は接続義務によって制度的に自動
的に組み込まれているが、水道料金との合
算請求にあるように住民が制度と「個別に
関与している」ことを認識しにくく、制度的関
係が不可視化されている。

使用開始・使用量の通知・料金の支払
いなど、制度や運用主体との接点は形
式的に存在しているが、生活上の意味
づけや能動的関与にはつながりにくい
構造となっている。

制度関与に係る
無意識

排水口やトイレを通じて生活空間に存在し
ているにもかかわらず、排水（流す）行為が
瞬間的かつ一方向的であり、処理過程や
ネットワーク構造へのイメージ形成や認知
が乏しい。

キッチンや浴室など生活空間の設備や
給水設備を通じて日常的に接している
が、背後の管網や構造に関する理解や
認知には結びつかず、インフラとして意
識化されにくい。

空間認知に係る
無意識

排水は“流す”という完了的な行為であり、
身体的な感覚や連動が少なく、処理過程と
の身体的接続や経験としての意味づけが
生じにくい。

蛇口をひねる・飲む・浴びるといった日
常動作を通じて身体的接点が多く存在
するが、これらの身体経験がインフラの
構造や仕組みへの理解と結びつくこと
は少ない。

身体経験に係る
無意識

災害時のトイレ問題や処理施設の被災など
を通じて語られる場面は増えてきたが、制
度や仕組みを言語化するための語彙や語
りの枠組みが社会的に形成されておらず、
日常的なストーリーを持たない。

「おいしい」「安全」「節水」「災害対応」な
ど一定の語彙は存在するが、制度・構
造・維持管理といった側面を語るストー
リーや住民の言説は乏しく、語りの深ま
りには至っていない。

言語化に係る
無意識

“わが事”の前に「無意識」を考える



【仮説１】

下水道に対する“知っている”という形式知
が、制度や場所の知識に偏っており、実際
の生活経験に根ざした実感や語彙としての
内面化が進んでいないのではないか。

【仮説２】

“語れる”という主観的体験の欠如が、“関わ
ろうとする動機”の手前で制限となっている
のではないか。

【仮説３】
わが事化のプロセスを、気づき→語り→関与

と捉え、その最初の契機である“気づき”の
有無が、その後の自己関与や発話の有無
に大きく影響する

わが事化と無意識構造
に関する仮説 わが事を考える前に下水

道の無意識を考え、その
性質を確認したかった。











このアンケートは「矢巾町下水道事業経営戦略」の策定にあたり、町民、矢巾町内の学校に
通う生徒・学生、町内事業所に勤務する方々を対象に、下水道に対する認知度や意識を把
握することを目的として実施した。

町民や町内に通勤する方々は、アウトリーチで配布と回収を実施する（紙、Googleフォーム）
生徒、学生は基本的にGoogleフォームで 実施する。









GESUIKU
下水道という「普段意識されないインフラ」を、住民・学生・
企業と事業体が一緒になって考え、学び、語り合い、共に
未来世代の視点を取り入れて“育てていく”参加型の市民
科学プログラムである。

下水道 ＋ 社会教育

地域と未来をつなぐ
インフラ・アクション、
それがGESUIKU！



結びつける

語れる

気づく

理解する

関わる

キャズム

キャズム

キャズム

下水道の存
在・役割に
初めて意識
を向ける。
「ある」ことに
気づく。

構造や仕組み、
制度について学
び、「こうなって
いたのか」と理
解する。

自分の言葉で語っ
たり、他者に説明
できるようになる。
個人的・社会的意
味を整理できる。

自分の暮らしや行動、
地域との関係性を実感
する。「これは自分にも
関係がある」と腑に落ち
る。

行動する。提案・学習・
協働・発信など、他者と
の協働や地域への関与
へと進む。

わが事化の5段階モデル＋フューチャー・デザイン

フューチャー・デザインは、将来世代に持続可
能社会を引き継ぐための社会の仕組みのデザ
インと実践のことです。短期的な利益や現在の
価値観に偏りがちな政策判断や個人の選好に
対して、将来世代の視点を仮想的に導入し、現
在世代の意思決定に持続性を組み込む制度
設計および対話の実践枠組みです。

出典：FDは、原圭史郎の定義を参考とし作成した。

GESUIKU






